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（聖書：ルカによる福音書 2 章 1節-14節） 

「平和の君」の誕生を祝う 

森島牧人（牧師） 

 クリスマスおめでとうございます。皆

さまの上に、主の御祝福が豊かにありま

すように、お祈りしております。 

さて、日本では一年の初めは元旦（1

月 1 日）ですが、キリスト教の暦（教会

暦）では、1 年は「アドベント」から始ま

るのです。これは「到来」を意味するラ

テン語（Adventus）で、西方教会では、

11 月 30 日の「聖アンデレの日」に最も

近い日曜日からクリスマス・イブまでの

約 4 週間です。グレゴリウス 1 世の時代

に、それは、4 回の主日（日曜日）と定め

られました。 

では誰が到来するのでしょう。それは

クリスマスの意味に関係しているのです。

“Christmas”は、二つの言葉を合成

（“Christ”+“mas”）したもので、“mas”

はミサと同じ意味ですから、クリスマス

とは「キリストを礼拝する日」なのです。 

聖書（ルカ 2：1-14）では、主の天使は

「布にくるまって飼い葉桶の中に寝てい

る乳飲み子」が主メシアであると告げま

す。すると、突然、この天使に天の大軍

が加わり、「いと高きところには栄光、神

にあれ、…」と神を賛美します。さらに、

15 節以下でも、「飼い葉桶に寝かせてある

乳飲み子を探し当てた」羊飼いたちは、

「見聞きしたことがすべて天使の話した

とおりだったので、神をあがめ、賛美し

ながら帰って行った」と記されています。

主の天使や天の大軍が、また羊飼いたち

が神を賛美するのは、この乳飲み子に、

神の介入を見ているからです。 

人間の常識に立つかぎり、ローマの玉

座に座る皇帝アウグストゥスこそが「救

い主」だと、人々は考えていたと思いま

す。しかし、実は「飼い葉桶に寝かされ

てある」この乳飲み子こそが、真の「救

い主」であると、聖書は伝えるのです。 

私たちは、歴史上の出来事を憶えると

き、世界のはじめから 1 年、2 年と数えて

いるわけではありません。あるときを基

点に、“B.C.”と“A.D.”という記号を用

いて表わします。“B.C.”とは、“Before 

Christ”「キリスト誕生の前」の略です。

“A.D.”はラテン語の“Anno Domini”、

「主の年に」の意味です。二千年の昔、

最初のクリスマスに、主が私たちのとこ

ろに来られ、そのお方と共に、私たちが

歩む年となったからです。 

そして、この「平和の君」と呼ばれる

主イエス・キリストは、今、私たちの内

にも、事実生まれているのです。そして、

この私たちの内に灯ったこの光は、いま

私たちが互いに手を繋ぐことによって、

さらに大きな「希望の光」となるのです。 
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クリスマスは神様と私たちの喜び 白根義輝 

子どもの頃の楽しい思い出はいろいろあり

ますが，お正月のお年玉を初めとして，誕生日

やクリスマスなどにプレゼントをもらう喜びが

ありました。私は６４歳ですが，さすがにこの

歳にもなると，幼い頃のようにもらう喜びに溢

れているということはありません。 

その代わりに，プレゼントをあげる喜び，楽

しみができました。息子や娘が成長して家庭を

持ち，やがて孫ができると，その成長を見るの

がこの上ない楽しみとなりました。洗濯した小

さなシャツや下着が干してあるのを見ても，可

愛いなと思うほどです。 

プレゼントの内容も孫の成長と共に変わっ

ていきます。赤ちゃんの時は天井に吊り下げる

メリーゴーランド，小さな手でも握れるおもち

ゃ，やがて三輪車や自転車と，扱える力や能力

に見合う物へと移行していきました。 

プレゼントしたその時々，満面に笑みを浮か

べて喜びを表すその姿を見ると，私自身もこの

上ない喜びと充足感に満たされます。 

ですから，孫や子どもの喜ぶ顔が見たいとい

う思いが強すぎて,ついつい早めにプレゼント

を渡したくなり，慌てん坊のサンタクロースと

揶揄されることもしばしばです。 

さて，クリスマスはイエス・キリストの誕生

をお祝いするキリスト教の大切な行事の一つで

す。日本でも１１月中旬になると，街中がクリ

スマスの装飾でにぎわい始めます。クリスマス

セール，クリスマスパーティ，クリスマスプレ

ゼントとクリスマスという言葉が溢れますが，

売り上げを伸ばす年末商戦であったり自分たち

が楽しむための機会として用いられ,残念なが

ら,イエス様がいないクリスマスを過ごす人が

殆どのようです。 

イエス様は神様からの最大のプレゼントで

す。 

プレゼントは愛する者,愛する対象が受け取っ

て初めて価値あるものとなります。また,どんな

に高価なものでも,包装紙を開けて中身を見な

ければ,知らなければ本当の喜びや感謝の気持

ちは湧いてこないでしょう。 

 神様がイエス様をプレゼントしたい人，愛

する対象は,子どもでも大人でも,男の人でも女

の人でも,年齢や性別の制限は一切ありません。

一人残らず,すべての人が愛の対象です。神様は,

全員にイエス様を受け取って喜んでもらいたい

と願っていますし，喜ぶ顔を見たいと思ってい

ます。私たちの喜びは，同時に神様の喜びでは

ないでしょうか。 

今年のクリスマスも, 神様からのプレゼント

である独り子イエス・キリストの誕生を御一緒

に喜びたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスプレゼント   勘田義治 

 

毎年、春分の後にやってくる

イースターと共に、もうすぐや

ってくるクリスマスは私たち教

会に集う者にとって、とても楽しみな祝祭のひ

とつです。それは言葉では伝えきれない想いと

共に祈りや奉仕を通して得ることができる“喜

び”があることは言うまでもありません。しか

し民族や異なる地域によって、このクリスマス

に対しての感じかたというものはずいぶん違

うようです。つまり世界にはさまざまな形のク

 

 

数種類のフレッシュグリーンを

編み込んだクリスマスリース 

大井法子(教会員) 
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リスマスの過ごし方があるということです。 

 日本では信徒でなくとも、クリスマスはカッ

プルや友人と過ごす“特別な日”として定着し

ていますが、キリスト教を国教とする欧米の

国々では家族や親戚が集まり、プレゼントを交

換し、楽しく過ごすのが一般的だそうです。ま

た、東南アジアで唯一のキリスト教国であると

いわれるフィリピンでは、カラフルなランタン

やオーナメントなどで町中が色鮮やかに飾ら

れ、イブには多くの人が教会のミサに参加しま

す。自宅のドアを開け放ち、訪れる人に食事を

振る舞うのが風習だそうです。 

 近年のインターネットの発達に伴い、情報の

授受は学術的なネットワークから日常生活の

インフラへと変革を遂げ、各地域の文化も互い

に非常に緊密な交流がなされるようになりま

した。ゆえに、イエス・キリストの降誕を祝う

祭「クリスマス」についても、それぞれ異なっ

た思想と感情を持ち、異なった生活をしている

者がたとえ地球の裏側にあろうとも、時間と空

間を同時に共有し、喜びを分かち合うことが出

来るようになったのです。 

 しかしながら、この“近代化”がもたらした

様々な弊害、即ち、人間の想像力を超えるほど

のテクノロジーの発達に因って生じた新たな

世界では、あたかも隣人のような繋がりが手軽

に作れるようになったにもかかわらず、相互監

視社会が生まれ、ネット上での付き合いに神経

をすり減らし、人間関係を保つことによるスト

レスを感じている者が何と多いことか。この弊

害は社会全体に影響を与え、不信感を助長して

いるといえます。 

 一方、タイとビルマの国境にまたがる山奥に

も、今やじわじわとこの、テクノロジーの波が

迫ってきています。かつて、人跡未踏の地とま

で言われた少数民族の集落にもソーラーパネ

ルで電気が供給されるようになると、有線の電

話よりはるかに簡単に、スピーディーに携帯電

話が普及したのでした。今や村人にとって携帯

電話は生活の必需品であり、街に出稼ぎに行っ

た家族と絆を保ち、深めるための重要な手段で

す。 

 とはいうものの、民族のクリスチャンはクリ

スマスには礼拝に集い、昔ながらの風習にした

がってお祝いの宴である愛餐会を開きます。普

段の食事は極めて質素で、基本的には白米と野

菜で、周囲の野山で採取された食材が何日も同

じように食卓に並ぶことも多いのですが、愛餐

会では鶏や豚をつぶし、伝統的な料理を大量に

作り、集った一同で楽しむのが慣例です。とく

に、来客がある時は何品ものメニューが食卓に

並び、客をもてなすのが彼らの流儀です。 

彼らは家畜として水牛、豚、鶏を日常的に飼

っていますが、それらは生活に必要不可欠な資

金源であり、儀礼の生け贄でもあります。この

生け贄については、本来なら彼らのキリスト教

信仰の礎に燔祭（神に生贄を捧げる儀式）を重

んじるユダヤ教の思想が流れていると考える

のが自然ですが、少数民族アカ族のキリスト者

の場合、彼らの信仰には精霊や先祖への信仰が

未だに色濃く残っており、豚や鶏は祖霊や精霊

への捧げものとして供えられます。 

今、私たちはキリスト教を信仰する欧米諸国

とイスラム過激派の原理的な対立によって象

徴される危機の中に身を置いています。そのせ

いか日本では、宗教に対する不信感、生きる指

針を見つけられぬことが人々を深い厭世観に

導いています。その様な状況の中、私は信仰、

つまり考え方を通して、生きかたというものを

正確に見極めることが大事であろうと考えま

す。今や、それは大変大きな問題であり、最も

身近な問題であるはずです。 

10 年を超えた少数民族への訪問は私にとっ

て得難い経験でした。しかもそれが目に見えぬ

力による導きで、全てをゆだねた結果であると

自覚したとき、私は改めて広大な世界が目の前

に広がることに気づき、人々は互いに異なる文

化を理解し、恵を共有できるのだということに

大きな希望を持つことができたのです。このこ

とは私にとって最高のクリスマスプレゼント

であり、メッセージだと思うのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少数民族アカ族教会のクリスマス 
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今日まで守られ  西山律子 

 

今日、夫の運転免許更新に同伴しました。視力が

かなり落ちて、眼鏡を作ってくるように指示され

ました。 

 一週間ほどで出来上がりますが、それでもやっ

と 0.7ということでした。いつか運転できない日

が訪れるかもしれません。 

 しかし、全てをご存知の主なる神さまが、これ

から一年、また運転しても良いと思われるなら視

力も免許も許可されることでしょう。 

 「今日まで守られ 来たりし我が身 

  つゆだに憂えじ 行く末などは 

  いかなるおりにも 愛なる神は 

  すべての言葉をば よきにしたまわん」 

大好きな讃美歌のひとつです。 

 神さまを讃美できる幸せ。 

 辛い時、心がくじけそうなとき、主なる神さま

にお祈りし、助けを求め、平安を得ることができ

る幸せ。今まで頂いたたくさんの恵みを数えなが

ら、感謝せずにはいられません。 

 週のはじめの日曜日は、主なる神さまを礼拝し、

心の底より讃美歌を歌います。 

 牧人牧師、惠牧師よりメッセージをいただき、

心満たされ、また今日から神さまの愛の中で生き

る元気を心いっぱいにして家路につきます。 

 水曜日は、教会での聖書のみ言葉を学ぶ時が与

えられ、惠先生と教会員の皆さまと楽しく過ごす

ことができます。聖書を学ぶほか、日々の問題や

心にあること等、先生や皆さまから解をいただき、

ほっとしたり、慰められたりしています。 

 和やかな語らいと昼食を共にすることは至福の

限りです。 

 今日なすべきことを行い、明日に希望を抱いて

主なる神さまが導いて下さる道を歩みたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

☆聖夜☆ 夏山坂上で味わう隠れた幻想の世界  犬 塚 志 朗 

私はクリスマス聖夜のひと時を夏山坂上の

教会で過ごします。その教会は 800mほど緩や

かな坂を上った丘の上にあります。だから私

にとっては下界ではありません。 

そこで聖夜の燭火礼拝に参加します。人工

的な明かりを消して、蝋燭の灯のもと、讃美

歌、聖書の朗読、牧師のクリスマス・メッセ

ージに耳を傾けます。そこで天使の歌声、救

い主誕生の物語を心に描きます。 

礼拝後は階下で簡単なお祝いの茶話会があ

ります。初めての人にも、信者でなくても歓

迎されています。一年ぶりに再会する人もい

ます。クリスマスのお祝いの茶菓をいただき

ながら、近況報告をし、各々の人が談笑のひ

と時を過ごします。外は厳しい冬の寒さでも

室内では熱気で身も心も温かく、下界での苦

しみ、悲しみもその時はそっと離れています。 

終了後、坂を下って行きますが、途中下方

の世界に目を奪われます。ちらちら光る民家

の明かり、クリスマス・イルミネーション、

左右に行き交う京急電車の明かり、走る自動

車の前照灯と後尾灯、少し遠方には八景島の

花火が上がり、さらに遠くに東京湾が霞んで

見えます。上空は星空。静と動の美の調和を

味わいます。全くの沈黙の世界。でも私の心

の中で響いているのは、次から次へと流れる
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喜びのクリスマス・聖夜の曲。そしておまけ

に年末のベートーベンの歓喜の歌まで･･･ 

心は朗らか 喜び満ちて / 心は楽しく 幸

せ溢れ / 響くは我らの喜びの歌。  

教会から 10ｋｍ離れた平地に居を構え、古

希をとっくに終えた私にとっては、徒歩で通

える近くの教会へと考えました。しかしこの

10 キロの自転車での道程、最後の 800ｍの坂

は徒歩で、自転車を引っ張って登坂すること

が、運動不足の私にとって良い運動になりま

す。しかも、風光明媚なこの夏山坂上の教会

でお世話になっていることに喜びを感じてい

ます。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

白根新治名誉牧師の信仰自叙伝(あかしびと 94・95号の続き) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93 歳の誕生日会、満面の笑顔の白根名誉牧師 

於名誉牧師宅 2016.9.29 

 

1961 年 9 月 24 日～11 月 5 日の週報から抜

粋しました。(羽入田 毅) 

13 

中学３年の時であろうか。パールバックの

書いた「戦える信徒」を読んで非常に感動し

た事を覚えている。書中のアンドリウという

牧師が支那の民衆を熱愛し彼らに福音を伝え

た。しかし報われる事は何も無かった。否 貧

困と涙と苦悩が報われただけである。しかし

彼の決意は骨を埋めるというのが最後の望み

であったのである。休暇でアメリカに帰って

翌日の礼拝で祈った時アメリカ人の聴衆を前

にして支那語が出てきた。途中で彼は気がつ

いたであろう。英語で祈りを終わったという。

その支那語で祈っておる間人々は意味が分か

らなかったが、聖霊の力を感じたという。 

（1961.9.24） 

14 

 「想出の記」は後に映画化されたが、単な

るロマンス・ストーリーで終わっていて物足

りなかった。しかも横宝で上映されるという

事を知って友達を誘って見に行ったものであ

る。帰りに原文の中に出てくる同志社の信仰

のリバイバルは一切カットされていたので

「あれはくだらん」などといっぱしの文士気

取りで気炎を上げたものである。終戦後に入

ってきた「王国の鍵」という映画はカトリッ

クの宣伝映画であったが、大変感動的であっ

た。基督教に関しては恐らく日本では到底こ

のような映画は望めないであろうか。宗教的

な映画はこれまでに幾本かあったが、いやら

しい神父とか牧師が出て来るので鼻持ちなら

ぬものばかりであった。日本で欧米をしのぐ

宗教名画は出来ぬか。（1961.10.8） 

15 

 昭和１６年太平洋戦争が始まった年の３月
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中学を了えると前記三井牧師の母校である青

山学院神学部に入学した。しかし本来は関西

学院神学部に行きたかったのであるが、牧師

の切なるすすめがあって青山学院に進学した。

だがどうも落ち着かなかった。寮生活をして

みたが、同室の上級生は頭の良い人であった

が、全然勉強せず、掃除は１年中せずという

人であったので、若かった私は大いに失望し

てしまった。それに渡辺善太という神学部長

はすぐれた学者であり、多くの著書を通じて

親近感を持っていた筈なのに、なんとなく好

きになれなかった。これも若さから来る人を

見る目がなかったのであろう。それに派遣さ

れた教会がいけなかった。そこの牧師さんと

もうまくいかなかった。性格的にあわなかっ

たのであろう。こんなことで学校が嫌になり

関西学院に転学した。 （1961.10.22） 

16 

 関学の神学部に入学した私は再び寮生活を

するようになった。地域的な関係から青山に

比べて朝鮮の学生が多く約半数を占めていた

であろう。面白いことはこの学生の中で優秀

なのはとびぬけて素晴らしいが劣等生も多く、

その差があまりにも著しかった。これは当時

朝鮮の若人は日本の統治下にあって宗教的に

しかのびられなかった為に優秀な真面目な学

生が来たためであろう。終戦後生き延びたこ

れら優等生は殆どアメリカに留学したとのこ

とである。後に私が東京の神学校に移ってか

らクラスメートに全君という学生がいたが語

学がすぐれていた。どうも日本人より中国、

朝鮮の学生の方が語学が達者なものが多かっ

た。これは何に原因するのであろうか。日本

人は日本語だけで通ずるという意識が働いて

いるからではなかろうか。 （1961.10.29） 

17 

 同期の学生にＴ君がいた。彼は文字通り苦

学力行の士で専検をパスして神学校に入って

きたのである。以前、職工さんでいろいろな

誘惑にもあったとか、わたしよりも五つ位年

上であったと聞いている。冬のある夜火鉢を

囲んで彼のザンゲ話を聞いたことがある。純

粋をモットーとする若い私にはあまりにも刺

激的な話であった。それから数日後彼の部屋

に入っていくと盛んに火をおこしていた。炭

火の中には火箸が入れてある。何のためにか。

彼には愛人があった。しかしその愛人は普通

の女性ではなかった人で今日のいわば夜の蝶

であった。彼は彼女の執念に取り付かれたと

でも云うか、夜な夜なうなされるとのことで

あった。彼は聖なるものと悪を追い求める自

分に終止符を打つべく、己が身にやけ火箸で

十 字 架 を 書 い た の で あ る 。     

（1961.11.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白根名誉牧師の近況報告 

「皆さま,お健やかにお過ごしでしょうか。

私は,火・金曜日の 2 日間リハビリに通って 

います。 

 仲の良い友達もでき,主に歩行訓練を行

っています。また,木曜日はデイケアに行

き，入浴・昼食・レクレーション・散歩な

どをしています。先日は,黄金色に輝く銀杏

並木をドライブし，過ぎ去りゆく秋を楽し

んできました。」 

 

金沢文庫キリスト教会 クリスマス礼拝の御案内 

クリスマスイブ・燭火礼拝  12 月 24 日（土）午後 4：00～5：00  

クリスマス礼拝  12 月 25 日（日）午前 10：30～12：00  

クリスマス祝会  クリスマス礼拝後  

教会学校クリスマス礼拝・祝会 12 月 25 日（日）午前 9：00～10：00 

 

 

 

 

 

 


